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秋田高専における図書館利用に関する調査

榎 国夫・幸野 稔・成田文雄・小林 清

（昭和61年10月28日受理）L
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ASurveyofLibraryUseatAkitaNationalCollegeofTecmology

KunioENoKI,MinoruKoNo,FumioNARITA,KiyoshiKoBAYAsHI

This isthereportofasurveyof libraryusewhichwasmade,mJulyl985,

inthe formofaquestionnairetothestudentsof Akita National College of

Technology・ Thesurveywasdesignedtobeusedasdata for improving the

managementofourcollege library.

Thequestionnaireincludesthestudents'behaviourtowardsreadingingeneral,

andtowards theuseofourlibraryintermsof thereadingroomandtheaudio-

visual facilitiesaswellasthebooksandsoftwarestoredthere.

Afterananalysisof thesurvey,wepresentsomemeasureswehavetakento

dealwiththeproblemsclarifiedbyit, aswellastheireffects. Lastly,wegive

somesuggestionsandanoutlookforthemoreeffectiveuseofourlibrary.

I
に課された大きな課題である。また，高専図書館は，

現在の高度情報化社会に対応すべく，単に図書資料

だけでなく，視聴覚機器，資料の整備，拡充に努め，

教育効果を高めるため，十分機能しなければならな

い◎

1． 序

’
「高専教育における図書館とは， いかなる性格，

いかなる機能を持つ図書館であるべきか｡」何か,新

しい構想， または長期的計画が提起された場合，常

に繰り返されたテーマである。高等教育機関である

高等専門学校の図書館は，小・中・高における学習

図書館的性格とは明らかに異なるはずである。しか

し，中学校卒業生を受け入れる高等専門学校では，

この時期における自主的学習態度の極養が何よりも

重要視されるべきであり， この学習図書館的性格を

否定することは出来ない。さらに，教養図書館的要

素をも併せ持つ必要がある。また，工業高等専門学

校としての教育内容からみると，工学部図書館的要

素をも持たねばならないが，学生の年令構成から考

え，保存式図書館よりも開架式図書館であらねばな

らない。

あまりにも多面的な性格を持つ高専図書館である

力;，未だに，設置基準も制定されていないというの

も不思議な話ではある。専科大学構想が進行しつつ

ある現在，その中に図書館設置基準も組込まれるこ

とになるだろうが，大いに期待されるところである。

しかし，当面図書館の未来像は，各高専の独自性に

委ねられた形であるが，教育と研究活動の中心的な

場としての図書館をいかに創り上げていくか，我々

I 2． 調査の目的
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本校図書館も設立以来十余年を経過し，その間，

より良い図書館運営の為の改善が種々加えられて今

日に至っている。 しかし，幾つかの課題が累積しつ

つあるのも， また事実である。図書館の組織機構が

館長，館長補制になったのを機会に，本校図書館が

学生，教官に常時利用され，高専教育の中核を占め
るべくその未来像を模索していきたい。その一環と

して，学生の読書および図書館に関する意識および

実態の調査をアンケート形式で行なった。

3． 調査時の現状

図書館は学則に定められた休業日を除き，平日は

8時40分から17聯で,土曜日は8時40分から13時
まで（長期休業期間中は閉館）となっている。貸出

しは1人2冊まで,I1週間の期限で行なわれており，
60年度の学年別貸出'し冊数は，表3のとおりである。

少

昭和62年2月

抄グヶ
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視聴覚資料として， レコード5的枚，ビデオテープ87

巻，スライド30標題，録音テープ491巻,映画フイル

ム16ミリ7巻， 8ミリ6巻ｶﾖある。

表3 60年度別貸出し冊数
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4． 調査の方法
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1）実施対象：全学生 の7．2％で，全学年は9．7

一般に読諜好きの学生が全体の約6割を占め，読香

嫌いの約1割を大きく上回っている。しかし， (4)，

(5)と答えた学生に, 1学年と2学年が多いことが，

本校における活字離れ現象の現われかと，若干，気

懸りである。 (4)， (5)のグループと(3)と答えた約3分

の1の学生をいかに(1)， (2)に持っていくかが今後の

課題となろう。
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2）実施時期：昭和60年7月

3）実施方法：教室において調査用紙に無記名で

記入させる。

4）回答指示：特に指示ある場合を除き，最近1

年間（1年生は入学後現在まで）の事実について

答えること。項目を選ぶ場合は，特に指示ある場

合を除き，該当するものlつを選び，○印をつけ

ること。選んだ項目に（ ）がある場合は，その

中に具体的な内容を書き入れること。なお〔 〕

がある場合は，その中で指示された人だけが答え

ること。

5）集計等

ア）集計の数値は，特に指示カヌない限り，各項

目の解答数に対する百分率を表わす。

イ）無答数は，全解答数と各項目の解答数の差

を示す。

ウ）学科毎の集計は，特に顕著なものを除いて

は割愛した。学科名は,M(機械), E(電気),

C(工化), B(土木）とした。

ェ） 5に現われる相関係数rは，各クラスを標

本として算出した。

2． あなたが最近1カ月以内に読んだ図書はどん

なものですか。 (1)～(4)のそれぞれについて冊数を

書き入れて下さい。

(1)単行本{(4)を除く｝ (2)月刊雑誌 (3)週刊雑誌

(4)アニメ，漫画 (5)その他

表5－2 全学年の平均値
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一般的に， 2冊未満と解答したものの中には，読

書をしない層が相当数含まれており，実際に読書を

する層は2～5冊以上のものと思われ， （1)は余り読

まれておらず， (2)(3)(4)の順に読者数が増加していく

のが判り，現代の若者の読書傾向がそのまま.『,本校

にも当てはまる事が明らかである。

5． 集計結果とその考察

3． 一日平均の読書時間（勉強時間は除く）はど

のくらいですか。

(1)3時間以上 (2)2時間～3時間未満

(3) 1時間～2時間未満 (4)1時間未満

(1)と答えたものは全学で16名， 2.2％であり， 1学

年は0である。 （2)は全学年で40名， 5．6％であり，

学年毎に，ほぼ一定した値をとる｡ (3)は全学年a47

1． 一般に読書は好きですか。

(1)非常に好き (2)好き (3)どちらともいえない

(4)嫌い (5)非常に嫌い

読書が好きであると答えた学生は(1)， (2)を合わせ

て， 3学年の65.4％を最高に,最低でも2学年の50.9

％で，全学年では57．5％である。一方， (4)， (5)を合

秋田高専研究紀要第22号

項目
学年 1 2 3 4 5 全学年

(1) 12．4 10.7 11.3 10．8 9.8 11.1

(2) 46.0 40.2 54.1 43.2 48.5 46.4

(3) 31.1 35．2 25.8 38.8 34.1 32.8

(4) 6.2 10.1 8.2 5.0 6.1 7.2

(5) 4.3 3.8 0.6 2.2 1.5 2.5

回答数 161 159 159 139 132 750

無答数 0 0 0 0 0 0

学年 1年 2年 3年 4年 5年 計

冊数 930 1,683 1,811 1,917 1,403 7,744

1年 2年 3年 4年 5年 計

在籍数 164 165 172 144 140 785

回答数 162 158 159 139 132 750

回収率(％） 98.8 95．8 92．4 96．5 94.3 95．5

2冊未満 2～5冊 6～10冊 11～20冊 20冊以上

(1) 63．4 28.8 6.2 1.2 0．4

(2) 46.9 47.3 4.5 1.1 0.2

(3) 39.7 41.6 12．9 4.9 0.9

(4) 36.9 32.4 16．3 8.4 6.0

(5) 92.6 5.8 1.4 0.1 0.1
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表5－3

辰壱二芝=

名， 20．5％であり， （4)は全学年で530名， 71．7％で

ある。前項2における読替傾向と読書時間との関係

が上の表5－3からも読み取れる。この(3)と(4)と昭

和60年度のクラス別図書貸出冊数との相関係数を求

めると，それぞれr=0.6, r=-0.1であり， これ

らから， (3)のグループは良く読書をするグループで

あり， （4)は殆んど読書をしないグループとみること

ができる。

15.6％， 3学年が27.0％，

が26.7％であり，学年進行

いくようである。

5． あなたの好きな作家を順位をつけて2名書い

て下さい。

1位 2位

4． 1カ月平均の本に使う金額はどのくらいです

か。

(1)3千円以上 (2)2千円～3千円未満

(3)千円～2千円未満 (4)5百円～千円未満

(5)百円～5百円未満 (6)百円未満

1カ月間の本代としては， 5百円～2千円位が一

般的のようで，全学生の62．2％を占めている。比較

6． 好きな本の題名を2冊書いて下さい。

(1) （2）

好きな漫画の題名を2冊書いて下さい。

（2）

6． 7． のベスト10を以下に記す。
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5． 予想された通り，赤川次郎が他を大きく離し

て第1位である。これは昨今のミステリーブームと，

彼のユーモラスな作風がヤングの心を捕えたものと

いえる。続いて，筒井康隆，星新一が続いているが，

SF物の中でも，彼等の軽妙さが受けたのではない

か。夏目漱石は，時代の変化や世代を超越した偉大

な作家であることが判かる。

表5－56

で，太宰治の作品が入っているのが注目さ

7． 漫画週刊誌の連載物がズラリと並
lヘ

差を痛感させられた。

8． あなたの持っている本の冊数はどのくらいで

すか。

昭和62年2月

皇$①雫砦乙

(1) 0．0 3.2 2.7 3.5 1.5 2.2

(2) 5.6 3.2 7.5 5.6 5.3 5.6

(3) 23.8 20.7 24.5 26.8 17．4 20.5

(4) 70.6 72．9 65.3 64．1 75．8 71.7

回答数 160 155 147 139 132 733

無答数 2 3 12 0 0 17

1 2 3 4 5 全学年 1 2 3 4 5 平均

(1) 5.1 5.6 11.3 10.1 10.7 8.6

(2) 11．5 10.0 15．7 14．5 16．0 12．7

(3) 31.2 36.3 35.9 31.2 28.2 31.0

(4) 33.1 28.7 19．5 28.3 26.7 31.2

(5) 11.5 11.3 10．7 8.7 13．0 10．4

(6) 7.6 8.1 6.9 7.2 5.4 6.7

回答数 157 159 159 138 131 744

無答数 4 0 0 1 1 6

順位 好きな漫画 票数

1 北 斗 の 拳 94

2 ノぐ リ ﾉぐ リ伝説 70

3 タ ツ チ 63

4 ビーパップノ､イスクール 34

5 めぞん一刻 32

6 気まぐれオレンジロード 30

7 あいつとラ ラ パイ 24

8 美味 しんぼ 18

8 二 人 鷹 18

10 湘南爆走族 16

順位 好きな作家 票数

1 赤 川 次 郎 153

2 筒 井 康 隆 46

3 星 新 一 44

4 片 岡 義 男 27

5 夏 目 漱 石 16

6 眉 村 卓 15

6 松 本 清 張 15

8 横 溝 正 史 14

9 平 井 和 正 13

9 栗 本 薫 13

順位 好きな書籍 票数

1 三毛猫ホームズ 26

2 坊 ち や ん 9

3 七瀬ふたたび 8

4 塩 狩 峠 7

5 し ろばんば 6

5 人 間 失 格 6

7 幻 魔 大 戦 4

7 探 偵 物 語 4

7 汚れた英雄 4

7 麻雀放浪記 4
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篭
猛
薮
蘂

2学年の入館率が低い。これはある特定のクラス

（複数）の入館者数が少ないことが影響している。

(1)と答えた者と60年度の貸出し冊数との相関係数は，

r=0.33となる。また(1)と答えた者と1の(1)+12)と

の相関係数は, r=0.60となる。

．
４
冊
１

(1)100冊以上

(3)30冊～50冊

１
－
I

11. [10で(1)と答えた人に〕図響館内のどこに入

りましたか。入った場所全部に○印をつけて下さ

い。

(1)ロビー (2)自習室 (3)閲覧室 (4)視聴覚室

(5)音楽鑑賞室 (6)ビデオ鑑世室 (7)その他
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(2)と(4)との2つのピークができているが， (2)と答

えたものは教科書等を含め， (4)と答えたものは，含

めなかったと解釈し得る。設問に多少の不備があっ

たことはいなめないが．一応． 4学年までは蔵書数
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60年度の貸出し冊数と上記のそれぞれの場所との

相関係数は, (3)r=0.60, (6)r=0.37 , (1)r=0.28と

なる。閲覧室との相関係数はそれぞ刺1)r=0.58,

(6)r=0.43となり相関があることがわかる。これら

のことから，図書館のどの場所でも利用度が増して

くると，閲覧室の利用，貸出し冊数も増えてくると

思われる。

1

’

学年に関係なく，半分の学生が本校以外の図書館

を利用している。 60年度貸出し冊数との相関係数を

調べてみると, (1)r=-0.10, (2)r=0.16となる。し

たがって他の図書館の利用と本校の図書館の利用と

は， ほとんど関係力:ないと思われる。

12．授業・特活以外で，閲覧室を利用することは

どのくらいありますか。

(1)週3回以上 (2)週1～2回 (3)月1～3回程

度 (4)月1回未満 (5)全くない

表5－12

10．最近1カ月以内に，授業・特活以外で本校の

図書館に入館したことがありますか。

(1)ある (2)ない

表5－10

， (3)が一番多いが， 4学年にかぎって

ある。特に目だつのは2学年の約3分

秋田高専研究紀要第22号

項目
学年 1 2 3 4 5 平均

(1) 15．3 17．3 29.8 21．3 23.0 21.3

(2) 20.0 25.6 27.1 30.9 25.4 25.7

(3) 18．7 17．3 16．6 13．2 16．7 16．5

(4) 31．3 25．6 22.5 28．7 22.2 26．2

(5) 14．7 14．2 4．0 5.9 12．7 10．3

回答数 150 156 151 136 126 719

無答数 11 3 8 3 6 31

1 2 3 4 5 全学年

(1) 50.0 48.3 57.8 55.0 43.5 51.1

(2) 21.4 25．0 19.5 31.7 33.0 25.8

(3) 83.6 78.5 80.5 87.5 88.7 83.7

(4) 10．7 11.2 3.1 1.7 5.2 6.5

(5) 20.0 25．0 23.4 23.3 12.2 20.8

(6) 21.4 20.7 19．5 30.0 6.1 19．7

(7) 0.7 1.7 3.1 0.8 0.9 1.5

回答数 140 116 128 120 115 619

1 2 3 4 5 全学年

(1) 50．0 47.2 49.4 48．2 56．2 50．0

(2) 50.0 52.8 50．6 51.8 43．9 50．0

回答数 162 158 159 139 132 750

無答数 0 0 0 0 0 0

項

学年
科 1 2 3 4 5 全学年 M E C B

(1） 8.6 4.5 10．7 10．8 9.3 8.7 8.2 12.0 13.7 0.5

(2） 27.2 18.2 27.7 39.6 31.8 28.5 19.8 44.2 31.1 18.9

(3） 29.6 27.9 33.3 30.2 41.1 32.2 36.8 27.1 31.7 33.0

(4） 14．8 18．2 14.5 102 8.5 13.5 13．2 12.5 20.0

(5） 19.8 31.2 13.8 10.2 9.3 17.1 22.0 8.4 11.0 27.6

回答数 162 153 159 139 129 742 182 192 183 185

無答数 0 5 0 0 3 8 0 0 8 0

項目

学年
科 1 2 3 4 5 全学年 M E C B

(1） 87.5 72．5 80.5 86.3 87.8 82.4 78.0 95.6 84.9 75.7

(2） 12．5 27.5 19．5 13.7 12.2 17.6 22.0 4.4 15.1 24.3

回答数 162 158 159 139 132 750 182 192 191 185

無答数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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のlが全く利用しないことである。これは2学年の

ある学級（複数）で半分近く力§利用していないこと

が影響している。60年度の貸出し冊数との相関係数

が一番大きかったのは(2)でr=0．66となっている。

(3)との相関係数はr=-0.18となっている。 (2)およ

び(3)と1の(1)＋(2)との相関係数は， それぞれr＝

0.41 , r=0.02となる。したがって読書に対する関

心度は週l～2回程度の利用により深く結びついて

いることがわかる。

表5－14

2位の数×2， 3位の数×1とし（1位の数×3’
て算出した比率）

13． ． 〔12で(1)～(4)の答えをした人に〕閲覧室を何

の目的で利用していますか。該当する項目3つ以

内に○印をつけ，番号で||頂をつけて下さい。

(1)学校と直結した学習のため

(2)学校外の調査，資格取得などの学習のため

(3)教養や趣味のため

(4)その他

順位 1位 2位 3位

表5－13

15.本を館外に借り出すためには図書帯出証を閲

覧室のカウンターで作ってもらわなければなりま

せんが， このことを知っていますか。

(1)知っている (2)知らなかった

表5－15
←

知らなかったのは低学年が多いが，高学年でも数

人いる。 (2)と14の(2)との相関係数はr=0.66となり，

多忙で閲覧室に行く時間がないというよりも，図書

館利用に無関心なことがうかがえる。
(1位の数×3, 2位の数×2, 3位の数×1とし
て算出した比率）

16．図書帯出証を作っていますか。

(1)作っている (2)作っていない

ｰ

利用の目的で一番多いのは(1)で，二番目が(3)であ

る。 (2)の項目では, B科が他の学科にくらべて多い

のが注目される。
表5－16

14． 〔12で(5)と答えた人に〕閲覧室を利用しない

理由は何ですか。該当する項目3つ以内に○印を

つけ，番号で順位をつけて下さい。

(1)読書や学習を好まない (2)多忙で行く時間力;

ない (3)必要な本は自分で買うので間に合ってい

る (4)友人，家族，公立図書館等から借りれば間

に合う (5)閣覧室には自分の好みの図書が少ない

(6)その他

順位 1位 2位 3位

(2)の多忙で行く時間がないが一番多いが， これは

学生の日常生活から考えると，多分に言い訳と受け

とられ，閲覧室の利用に消極的な姿勢が浮び上がる。

ｰ

b

学年進行とともに(1)の割合が増えている傾向がみ

られる。 (1)と60年度の貸出し冊数との相関係数はr

＝0.80で相関が強いことがわかる。
『

17． 〔16で(1)と答えた人に〕どのくらい本を借り

出していますか。

(1)週4冊以上 (2)週1～3冊(3)月2～3冊程

度 (4)月1冊以下 (5)全く借り出さない

W，

＄ ミ

、

〆

，
ｒ
■
■

昭和62年2月

項目
学年 1 2 3 4 5 全学年

(1) 14．9 14．4 19．7 19．7 18．3 16．3

(2) 34.4 33.3 23.8 24.6 35．0 31.2

(3) 15．6 26.9 20.5 24.6 21.7 22.4

(4) 9.7 8.3 13．9 8.2 8.3 9.7

(5) 19.5 15．9 13．9 21.3 16.7 16.9

(6) 5.9 1.2 8.2 1.6 0.0 3.5

項目
学年 1 2 3 4 5 全学年

(1) 90.7 89.9 的.9 97.8 97.7 92.9

(2) 9.3 10．1 10．1 2.2 2.3 7.1

回答数 162 157 158 139 130 746

無答数 0 1 1 0 2 4

臺縫』 1 2 3 4 5 全学年 M E C B

(1) 31．7 45.8 482 48.9 44.9 43.8 43.6 47.7 482 342

(2） 16．8 12．9 11.9 10.6 16.6 13.7 12．0 10.6 12．1 21．4

(3） 44.3 36.8 35.7 38.4 37.8 38.7 40.9 37.4 36.5 40.4

(4） 7.2 4.5 4.2 2.1 0.7 3.8 3.5 4.3 3.2 4.0

1 2 3 4 5 全学年

(1) 35.8 50.3 52.9 67.6 61.8 52.9

(2) 64.2 49.7 47.1 32.4 38.2 47.1

回答数 162 158 157 139 131 747

無答数 0 0 2 0 1 3



P

-116-

夫・幸野 稔・成田文雄・小林 滴榎 国

アンケート凋査によると， 4学年の利用率が目立

って高い。この学年の月毎の利用状況を調べると，

前年度（3学年当時）のl～2月に集中して利用者

が多い。 5学年では， 4学年はどではないが，低学

年に比べると利用率は聞くなっている。

’表5－17
’

I

’

20. [19で(1)～(4)の答えをした人に〕音楽鑑貧室

ではどんなレコードを好んで聞きますか。該当す

る項目3つ以内に○印をつけ，番号で順位をつけ

てドさい。

(1)クラシック (2)ジャズ・フュージョン

(3)ポップス (4)歌謡曲 (5)ニューミュージック

(6)その他

図書帯出証を作っている学生の67％は月2冊以上

借り出している。

18．閲覧室の開室日，開室時間についてどう思い

ますか。

(1)現行通りでよい (2)開室時間を延長して欲し

い (3)長期休業中に開室日を設けて欲しい

表5－20－

表5－18

×lとし位
て算出した比

学年進行とともに(2)， (3)の割合が増えており，図

書館への依存度の強さを表わしているものと思われ

る。このことからも(2)， (3)を至急検討する必要があ

る。 60年度貸出し冊数と， (1)， (2)， (3)との相関係数

はそれぞれ(1)r=－0.30, (2)r=0.23, (3)r=0.57

となり，多く本を利用するクラスほど(2)， (3)を望ん

でいることがわかる。

表5－20－2 ン の

授業・特活以外に音楽鑑賞室を利用すること19

予想通り， (3)のポップス， (5)のニューミュージッ

クの優位は動かず， (1)のクラシックは人気がない。

(6)のその他はほとんどロック系である。

ゐDp

21．授業・特活以外にビデオ鑑賞室を利用するこ

とはどのくらいありますか。

(1)週3回以上 (2)週1～2回

(3)月1～3回程度(4)月1回未満

(5)全くない

項目19と同様， 4学年の利用率が突出しており，

かなり離れて5学年， 3学年と続いている。月毎の

利用状況を調べると， 4学年の場合，前年度（3学

年当時）の10月以降増え出し， 60年6月に急増して

秋田高専研究紀要第22号

云首~芝逹 1 2 3 4 5 全学年

(1) 0.0 3.7 3.5 2.1 2.5 2.5

(2) 20.0 23.2 25.6 36.5 21.5 26.1

(3) 48.3 30.5 33.7 37．5 44.3 38.2

(4) 23.3 31.7 32.6 19．8 29.1 27.3

(5) 8.4 10.9 4.6 4.1 2.6 5.9

回答数 58 80 83 94 81 396

1 2 3 4 5 全学年

(1) 6.9 5.0 4.2 4.3 5.7 5.0

(2) 8.4 4.6 10.0 8.6 7.1 7.8

(3) 31．8 30.0 34.1 32.5 38.4 33.6

(4) 18．0 19.3 9.3 19．1 12．8 15.7

(5) 27.0 27.5 28.3 30.1 26.2 28.1

(6) 7.9 13．6 14．1 5.4 9.8 9.8

1 2 3 4 5 全学年

(1) 67.1 51.2 45.8 38.5 33.1 41．6

(2) 23．4 34．1 33．7 36．4 35．9 32．6

(3) 9.5 14.7 20.5 25.1 31.0 19.8

回答数 158 170 166 143 145 782

項目
学年 1 2 3 4 5 全学年

(1) ⑥ ⑤ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥

(2) ④ ⑤ ④ ④ ⑤ ⑤

(3) ① ① ① ① ① ①

(4) ③ ③ ⑤ ③ ③ ③

(5) ② ② ② ② ② ②

(6) ④ ④ ③ ⑤ ④ ④

1 2 3 4 5 全学年

(1) 0.6 1.3 1.3 0．0 0.0 0.7

(2) 0.0 0.0 3.2 2.2 2.3 1.5

(3) 5.0 7.6 9.5 15．2 7.7 8.9

(4) 15．0 21.7 22.9 42.7 41．9 27.9

(5) 79．4 69.4 63.1 39.9 48.1 61.0

回答数 160 157 157 138 129 741

無答数 2 1 2 1 3 9
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表5－21 傾向を裏づけており，特に4学年において顕著であ

る。

23． 〔21で(1)～(4)の答えをした人に〕ビデオ鑑賞

室ではどんなプログラムを好んで見ますか。該当

するもの3つ以内に○印をつけ，番号で順位をつ

けて下さい。

(1)ドラマ (2)ドキュメンタリー

(3)スポーツ (4)音楽・芸能(5)美術・工芸

(6)科学・技術 (7)文学(8)歴史・紀行

(9)語学00その他いる。 3学年では， 60年5～6月に突然増え出して

いる。調査直前のため，アンケートの数字には顕在

しなかったものと思われる。 5学年の利用率は，い

ずれにしても意外に高くはない。 4学年， 3学年共

に，急増期に利用しているソフトは，図書館所蔵の

ものより持ちこみがはるかに多い。

表5－23－1

ｌ
ｒ

22． 〔21で(1)～(4)の答えをした人に〕ビデオテー

プは次のうちどちらを利用することが多いですか。

(1)図曹館所蔵のもの (2)外部からの持ち込み

(3)どちらともいえない
F

表5－22－1

暁美齢デ位 位
の

×I

表5－23－21＝

ビデオテープ利用状況

(59年7月～60年6月，ただし

1学年は60年4月～60年6月）

表5－22－2

I

(1) 図書館所蔵のもの （2） 外部からの持ち込み

I

学年が進むにつれて，外部からの持ち込みが増え

て行く｡ (3)のどちらともいえないの項目は5学年に

多いが，その中には図書館所蔵のものを利用する場

合も含まれるので，上記の傾向は4学年で止まって

いることがわかる。

参考のため，過去1年間のビデオテープの利用状

況を示した。この中には授業・特活利用も含まれて

いるので，厳密には言えないが，全般的には上記の

トップである。(1)のドラマは各学

00のその他に映画， アニメと記載した者が多いので，b

それも同じジャンルと考えれば，圧倒的な優位を誇

っていると言える｡い以下，全学的には(4)の音楽・芸

能， (3)のスポーツと続くカヌ，それ以下は学年によっ

てかなりのばらつき力ざ見られる。

(5)の美術・工芸， (9)の語学は皆無に近いが， これ

９
ｒ
Ⅱ

昭和62年2月

琴や, ‘一望錫合÷

項口
学年 1 2 3 4 5 全学年

(1) 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.3

(2) 0.0 0.6 1.9 5.8 0.8 1.8

(3) 4.4 1.9 5.1 12．4 1.5 5.0

(4) 7.5 12.0 12.1 28.5 26.9 16．7

(5) 88.1 84.2 80.9 53.3 70.8 76.2

回答数 159 158 157 137 130 741

無答数 3 0 2 2 2 9

項目
学年 1 2 3 4 5 全学年

(1） 41.3 33.6 21.6 36.5 30.3 32.9

(2） 18.5 13．8 7.9 7.5 13.0 10.8

(3） 13．0 16.4 12．2 12．5 21.1 14.9

(4） 16．3 18.9 18．0 27.2 14.0 20.6

(5） 0:0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.2

(6） 3.3 9.5 15．8 4.4 8.1 7.6

(7） 0.0 2.6 0.0 0.9 2.2 1.2

(8） 2.2 2.6 2.9 1.6 2.7 2.2

(9） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.1

00) 5.4 2.6 20.2 9.4 8.1 9.5
1 2 3 4 5 全学年

(1) 45.0 42.9 28.1 12．7 13．9 24．0

(2) 20.0 32.1 59.4 69.8 47.2 52.0

(3) 35.0 25.0 12.5 17．5 38.9 24.0

回答数 20 28 32 63 36 179

項目
学年

1 2 3 4 5 全学年

(1） ① ① ① ① ① ①

(2） ② ⑤ ⑥ ⑤ ④ ④

(3） ④ ③ ⑤ ③ ② ③

(4） ③ ② ③ ② ③ ②

(5） ③ ⑨ ③ ⑩ ⑩ ⑨

(6） ⑥ ⑤ ④ ⑥ ⑤ ⑥

(7） ③ ⑥ ⑨ ③ ③ ⑧

(8） ⑦ ⑥ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦

(9） ③ ⑨ ⑨ ⑩ ⑨ ⑩

(10 ⑤ ⑥ ② ④ ⑤ ⑤

1 2 3 4 5 全学年

(1) 100.0 70.6 44.9 20.3 57.7 34.6

(2) 0.0 29.4 55.1 79.7 42.3 65.4

回答数 4 17 49 138 26 234
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6． まとめにはソフトの少なさも影響していると思われる。

6． 1 調査結果の要約

(1)若者の活字離れの傾向が，本校にも当てはまる。

一般的読書傾向としては，項目2および5～7に

見られるように，古典的文学作品が敬遠され，軽
い読物や漫画が好まれる。

(2)項目10, 12に見られるように，図普館利用率の
クラスによる差が大きい。

(3)閲覧室の利用が少ない学生は，多忙というより

も，学習や読替への無関心が現われたものと，項
目14， 15， 18から受け取れる。

(4盾楽鑑賞室およびビデオ鑑賞室の利用率は，学
年を追って増加するが， 4学年で頂点に達し， 5

学年は横ばいとなる。ビデオソフトについては，

学年を追って外部からの持ち込みが増えて行く。

6．2講じた対策

(1)基本的な全集物はほぼ揃えていたので，出来る

だけ学生の要望に応えるよう，項目24記載のアン

ケートおよび項目26による学生の要望を尊亜し，

ポピュラーなものを購入するよう配慮している。

ただし，一般図書に関しては学生の要望は少なく，
また一方においてはI固い」読物に学生の目を向

けさせることも必要であるので，啓蒙のために，

不定期ではあるが，図書館便りを発行している。

(2)項目16に見られるように，帯出証を持っている

学生ほど貸し出し冊数も多いので， 61年度からは

全学生に図書帯出証を持たせている。

(3)項目18から，多く図書を利用するクラスほど閲

覧室の開室時間の延長および長期休業中の開室日

の設定を望んでいることがわかった。このことと

項目26(3)に示された学生の希望を考慮して， 61年

1月から次のような処置を暫定的にとっている。

a)土曜日の開室時間を午後2時まで延長する。

b)夏期休業の最初の一週間は通常通り開室する。

長期休業中の他の期間でも，職員の通常の勤務

時間中は，業務にさしつかえない限り，来室者

があれば，利用させる。 ．、

参考のため，下記に土曜日午後1時～2時の

利用状況を示す。

24．本校の図書館では，書籍， レコード， ビデオ

テープに関するアンケート用紙を閲覧室内に用意

して，学生の要望を聞き，購入の際の資料にして

います。このことを知っていましたか。

(1)知っている (2)知らなかった

表5－24

当然のことながら，学年が進むにつれて， (1)が増

え， （2)は減るが， 22と|司様に， この傾向は4学年で

ほぼ止まる。 4， 5学年の(2)の20％近い数字は限界

だったかもしれないが，本調査がそれを破る役目は

果たしたことになろう。
合
皇
？

25． 〔24で(1)と答えた人に〕アンケートに応募し

たことがありますか。

(1)ある (2)ない

表5－25－1 本項の回答に対する比率 0

、

ロ

堅
■
■

表5－25－2 本調査の全回答数に対する比率

3
D

、

る
の

減
毎

が
科

②
学

ここでも， 22， 24と同様に， (1)が増え，

傾向が， 4学年で止まっている。さらに，

傾向には，若干の凹凸が見られる。
1

F

26.次の各項目について，意見や要望を自由に書

いて下さい。

(1)購入して欲しい図書等について

(2)設備・機器等について

(3)その他（特に項目18に関する要望）

I

I(4)音楽鑑賞室およびビデオ鑑賞室については，項

目26に示された学生の要望を考慮し，次の処置を

とった。以上については， まとめの中で記述する。

秋田高専研究紀要第22号

』

1 2 3 4 5 全学年

(1) 25.6 57．6 72.4 81.0 81．5 62.6

(2) 74.4 42.4 27.6 19．0 18.5 37.4

回答数 156 158 156 137 130 737

無答数 6 0 3 2 2 13

、
味
斡
蝿

1 2 3 4 5 全学年 M E C B

(1） 4.8 14．9 23.9 30.6 28.4 23.0 31.1 26.7 23.7 11.1

(2） 952 85.1 76.1 69.4 71．6 77.0 68.9 73.3 76.3 88.9

回答数 42 94 113 111 109 467 103 131 118 117

項目
議斗 1 2 3 4 5 全学年 M E C B

(1） 1.3 8.9 17．3 24.8 23.8 14．7 18．0 18．4 15．1 7.1

(2） 98.7 91.1 82.7 75.2 76.2 85.3 82.0 81.6 別.9 92.9

回答数 162 158 159 139 132 750 182 192 191 185

期 間 回数 延べ人数 平均利用人数

4/26～9/27 15回 216名 14名
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秋田高専における図書館利用に関する調査

c)CD(=コンパクトディスク）の導入(61年

8月）

b)ビデオシステムのステレオ・’、イファイ化

（60年8月）

c)ピデオソフトに， ドラマ・映画やポピュラー

音楽（特にライブ物）など，学生の要望の強い

ものを入れる。 （60年8月～）

以下に， 59年度と60年度の9月～3月の利用状

況について，同一集団の逐年比較をする。

どう現われるかは今後の調査に待たれる。なお，

CDプレーヤーの設置と同時に，ソフトとして，

資料性を考慮して， クラシックの作品を揃えた。

6． 3課題と展望

(1岸生の啓蒙を図るために，現在発行している図

書館便りを定期的なものにして，内容の充実を図

り， さらに学生の読書意欲を喚起するため，読書

感想文コンクールの実施も考えたい。

(2)(1)のプランを効果あるものにするためには，教

官側の指導体制も強化する必要がある。また，各

教科・ホームルームでの図書館の積極的活用のた

めに，たとえば指定図書を揃えるなどの方策も考

慮すべきだろう。

(3)閲覧室の開室時間の延長については，現在の暫

定的措置でしばらく様子を見た後，必要があれば

さらに根本的な方策を考えたい。それには当然ス

タッフの勤務形態の問題が伴うので， しかるべき

考慮が必要となろう。

(4)視聴覚関係については，最近設置したCD用の

ソフトの充実を図り，音楽担当講師の協力を仰い

で，学生の好むポピュラーのジャンルだけでなく，

クラシックにも目を向けるよう啓蒙したい。ビデ

オソフトについては，学生の要望も尊重しつつ，

娯楽用と学習・教養用とのバランスをとって選定

していきたい。また，閲覧室には60年度からテレ

ビデオ（＝テレビとビデオレコーダーを一体化し

たもの）が設置されているが，それと共に，以前

からの懸案事項であったカセットプレーヤーを近

く用意してヒアリングコーナーを設けテープの館

内貸し出しを行う。将来は，閲覧室とは別に個別

学習用視聴覚室を設ける予定で要求中である。

(5)さらに長期的な展望として，図書館全体の機能

配置の見直しを図る必要ｶﾇあろう。その一環とし

て，閲覧室内の狭随を解消するための移動書架の

導入を計画している。また， 自習室や，主として

授業に使われる施設一視聴覚教室など－は，

組織上の問題も含めて，図書館とは切り離して設

置することも必要になると思われる。

1

’
｜

’

表6－1 音楽鑑賞室
■ ■ ■ ■ 町 早

P ● ■ ●‐由■

■ ■ ● ● の ① ●

巴 ● ■ ｡ ｡● ■

h ● ■ ● ■ ｡ ●

’
帥
年
度

◆
■

．
●

や
。

●
合

口
●

●
一

口
◆

｡ ｡ ①◆｡q■●

に

表6－2 ビデオ鑑賞室
■●●一口●■ q

● ｡● ● ●｡ ■

■ロ●句一｡ ■ 4

■ ●●｡●｡■ d

o ● 色 ｡｡ー 。■

し
ビデオ鑑賞室の場合,60年8月にとったb),c)の

処置の影響が現われて，一般的に利用率ｶﾇ向上し

ているのがわかる。現4学年だけは下がっている

が，調査以前の高利用率が持ちこみソフトに支え

られていたため, c)の処置力;直ちに影響しなかっ

たものと思われる。

音楽鑑賞室については， 60年度には新対策は講

じておらず，しかもb),c)の影響もあってか，利用

率はむしろ下がったといえる。 a)の処置の影響が

本調査は，本校図書館の活用のための重要な資料

として役立てられたが，今後さらに必要に応じて，

内容を改めつつ追調査したい。

最後に，調査の集計と補助資料の提供に御協力を
頂いた庶務課図書係員め椎名律子・樋渡禎正両事務
官，および図書館運営の改善に御支援下さった図書
館運営委員各位に深く謝意を表する。

’

昭和62年2月

わ÷

学年

弱
年
度

延べ人数

1人平均
利用回数

在 籍
学生数

特活利
用回数

延べ人数 67 53 101 69 70

1人平均

利用回数
0.4 0.3 0．6 0．4 0．5

在 繕
学生数

163 163 169 163 132

特活利
用回数

3 0 0

学年 1年 2年 3年 4年 5年

1～4年

424

0.7

“3

3

293

0.5

蛇7

0

2～5年

1年 2年 3年 4年 5年 1～4年

18 93 312 49 108 472

0.1 0.6 2.0 0．3 0.9 0.7

166 169 154 144 126 633

6 10 3 5 3 24

延べ人数 117 1田 239 106 193

1人平均
利用回数

0.7 0.4 1.4 0.7 1.5

事生慧 163 163 169 163 132

特活･授業
利用回数

2 3 4 0 0

学年 1年 2年 3年 4年 5年

学年

延べ人数

1人平均
利用回数

在 籍
学生数



ー

凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
叶
９
９
０
，
１
‘
ｊ
ｂ
ｊ
Ｄ
■
日
■
且
▽
０
△
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
日
ロ
ロ
叶
已
″
ｑ
‐
ｆ
４
日
■
日
日
■
■
■
。
■
■
■
且
Ⅱ
■
，
Ｌ
凸
■
■
巳
■
■
■
■
■
〃
ｒ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
巳
■
Ｕ
ｐ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
、
●
．

－120－

榎 国夫・幸野 稔・成田文雄・小林 清

秋田高専における学生の英語学習に対する意識と

実態高専教育，第7号, P20～31, 1984

4． 田健一，清水正夫，中山信一，葉柳正，

高専図書館の利用状況に関する調査報告長岡高

専研究紀要，第11巻, P49～86, 1975

5． 菊地光一，本校学生の読轡活動について高

7．参考文献

l. 田健---''進藤俊一，高専図書館利用上の諸

問題秋田高専研究紀要，第11号, P128～134,

1976

2． 吉川隆美，高専図書館の回顧と展望高専教

育，第3号,P153～1M, 1980

3． 佐藤孝，播磨谷一雄，年代正孝，幸野稔，

専教育，第3号, P98～111 , 1980

１
１

ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
■
１
１
■
■
■
■
■
■
Ｉ
■
■
■
Ｉ
■
Ｉ
■
■
Ｉ
■
■
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
■
１
１
１
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
Ｉ
■
１
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
１
１
０
仏
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｊ
Ⅱ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
８
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１

Ⅱ
１
４
！
１
‘
・
■
■
■
■
■
・
１
．
１
‐
’
’
’
’
１
１
１
１
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
Ⅱ
８
■
■
■
■
■
・
・
■
■
■
■
Ｐ
Ｉ
ｊ
１
・
’
１
１
１
１
０
１
■
。
Ｄ
■
■
■
■
’
１
‐
■
■
■
■
■
ｌ
■
■
。
■
■
ロ
・
Ｉ
と
■
■
■
■
■
■
■
■
‐
‐
０
１

秋田高専研究紀要第22号




